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ミリ歳レーすい生体横韓検出システム Standardパック

セット内書 ・ミリ波センサー〔型番:Fu‐ 6S23】
・専用スタンドホルダー  ・見守リンステム

態定する割用書 ・価Åおり用 :健康を不安に感与る方/

離れて暮らすご象旗による親族の健康管理など
,病院などの医療現す号:入院患者の管理
'介護施設 :入雲者の健康管理
・保育穂設 :園児の動向管理
・警備会社 :警鈴サービスのメニューとして など

奉:蘇魔料金 導入数等で桑なりますのでお聞い合わせください。

構約店

開発・販売元
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本方夕巨夕に協車していう彗品名とよJ森牡らは、

報 0露 B麟拿た博a標韓
串た、嘉おt難 に重しく競 とヽ たヽたと、
お盛いになる燎 、他0人 へ々0篤 や鸞凛への観tt
盤 に構とするた0に、以下0ことにど遠慮くだとい。

Δ
警告:麒つたH檸曇いとすると、

A郎死亡または重B寺■●工をr懇雇導れよエ

●■幼児の季0層かないところに保管してください。万―、

小さな部l盛を飲み込んだ器合はただちに隠鮮に相談して

ください,

●万―員常が策生した韓、ホ製品から桑桑や燿が離た時

`と

、たたちに使用を中とし、その後はな曇贔など後理に

ならi警社感口にど稲談くたさい。
●構建なほ子機器は高速のまま放置しないでください。ホ

サーピスを構歳する電子機器裂lBltと輸驚機器で魂 高

温、多還の埼所、長増固直射露光の当たる場所での使用

繰常はしないでください。

●尉運の濃虞衰化が激しいと内部機Bによつて誤動作する

尋台がありまi
●蔦
Ⅲ温譲た[よ低近4娩下ては、使用する電池の特後により

ほ雄脅命が軽磐柱競くなる埼金があり泰凛

●車の中には絶対盤激置しなとヽでください。

【計測データについて】

●計溺色iよ観安であり、正確維を保越するもので1よござい

ません。また、静湾データには観体差がどさいまi
●本ヘルスケアサービスで盤供する…切のパイ算ル、森燒

常韓についな いね著の健康競持～改0その他の鋤歯蒟

桑などを偲疑するものではありません,

●本ヘルスケアサービスは、露歯符れではどぎい譲せん。

撮僕するデータ燃窪学的免熾に基づいておりますが、病

気や健康不良に関する一りの静断をしておりません。
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フィンガ′LIJンク株式会社 攘

電子温度計搭載による体表面温度計測機能追加

ミリ波レ ダ 中

本社 〒11+0041 東京都台東区元浅草二丁目6番 6号 東京国産台東ピル5F

TEL03-6802-7145 FAX:03-6802-7156
URL:http:〃Www.fingga卜

“

nk.com e‐maih info2@lngga卜

“

nk.com

*本カタログ記載の各固有名称Iよ、各社の登録商標、または商標でi
キカタログの内容は、予告なく変更されることがございま現

◎FinggalLink Corporation 2022 A‖ Rights Reserved

η馳膠√五れ亀

ユーザーご自身やど森族などが

スマ本 で開定 機 暴 を磁 路 で きます。

測定距離は最大8～ 10畳の広さをカバーて'きまi
寝室など普段生活することが多い場所に設置

できるので、対象者をウェアラブルの

わずらわしさから開放しまi
結果は管理者だけでなくスマホに送信されるので、

毎日の健康管理にお役立ていただけまi

ミリ減レ中ダー 日OT生体情報ンステム

フィンガル|サ ンクヨネクト

題田田避ET[

ミリ糠センサー タラウド解析 見守呼ンステム

本システムは、医学的診断に基づく医師の疾病診断を行うものではありません。

診断が必要な場合は、医療機関へご相談ください。

生体情 報検 出ンステム
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設置されたミリ波センサーが

24時間リアルタイムに健康を見守ります。
照射したミリ波レーダーが

人間から跳ね返る反射波を計測しま現

中 呻

サーモセンサー搭載

人から発生する赤外線の測定から表面温度を測定し、

ミリ波データと同様にクラウドサーバに送信します。

独自のアルゴリズムにて、体表面温度として解析表示しま現
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必要に応じて巡回

基本健康データとして
リアルタイム送信

0

● 0● ● 00● 0● OCC0000● 000000GO◇ ● 000り 0● 0● 0● ● OCOeOC● ooゅ oo● 00● 罐 OC000● ● 0● 0000● 0● ●●●●● 0● ● 0● 0● 0● ● 0● ● 00● 0000● ●● OeCOCCoo● o● CO● ● OCa00● ●● o● ●●● 00

,。
0

呼吸や心拍、温度などについて数値データとグラフで表示しま丸

アラート状態の場合は強調して表示。

各対象者をクリックすると、より詳細な情報を確認できまi

注 i画面は管理システムの一例です。

当カタログに記載されているシステムの画面

および仕様は開発中または改良のため、

予告なく変更される場合があります。

施設全体で共通の

アラート条件を設定可能。

呼吸数・心拍数などの下限。上限を設定し、

アラートを発生させるかどうかを設定できます。

個人ごとのアラート条件は別画面で

設定できます。 外
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[アラート表示例 ]

|
中 車

|

測定項目&簡易仕様
。心拍 :心拍数40-110 。呼吸 :呼吸数12-39 ・温度 :34.0‐ 40.O
・睡眠 :レム睡眠、ノンレム睡眠、覚醒状態

亜
苺 Du● ●t● ●日●●●●Ⅲ●

[ミリ波]
反射波の強度や

位相の変化を解析

独自アルゴリズムによる解析結果
睡眠中の変化を

Alで解析

A:モデルで睡眠深度の

変化がわかる

睡眠深度の変化から

スコア判定

[サーモ]表面温度を解析
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設定した「しきい値どを

超えた場合

アラート発生

[ミ リ波]・ 心拍数・呼吸数。身体の動きなど

[サーモ]   ・体表面温度
睡眠時間、覚躍状態などの

睡眠データ

被験者の測定データを収集し、

学習させたAIモデル

・深い睡眠 ,浅い睡R民
・REM睡眠 ・覚醒

全体設定夕
‐
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見守  太郎 さん
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施1設全体画面
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ご要望に応じたUl(ユーザーインターフェイス)のマイナーチェンジに対応します。
‥ ごイ …



ヘノレスケアというインフラを

すべての人へ、街ヘ
≒

籟祉魂鶴鈴轟筵鑓『亀誓糠錢鶴』で攘懇ます。

内閣府の調べでは日本の総人口が減少する中で

高齢化率は上昇杉続け、

2086年には3人に1人が高齢者になると予想されています。

また65歳以上の一人暮らしの方は男女ともに増加傾向にあり、

2015年には男性約192万人、女性約400万人となり、

独居生活者の増加にともなって

自身の病気予防や健康増進への意識の高まり、

離れて暮らす家族の不安も大きくなってきています。

一方、介護や医療、保育の現場では、

人材が不足するなど深刻化の一途を辿っています。

そうした社会背景からも、少数の管理者で対応ができるよう

複数人の健康状態を常時管理する情報システムが

社会に求められるようになってきています。

この数年はさらにさまざまな感染症対策などの課題から

非接触型での健康管理システムも求められてきています。

ノィンガルヅンク株式会社が独自開発をした

ミヅ波を使用した非接触バイタル測定センサー杉ベースに

ミジ波ンーダー生体情報検出システムは構築されています。

日々のバイタルや睡眠データを取得することで

異変を素早く察知し、医療機関などへのスムーズな相談を可能にします。

ヘルスケアヘの多くの思いが請まった

ノインガルヅンク株式会社の供給するサービスを

ぜひど活用ください。
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リアルタイムで

正確な生体検知を行もヽつつ、

介護ステーションなどの管理施設で、

そニターやパッドととこ

全体を可視化することで'

全体的な状況華il断が可能縄な呼ます。

すでにお持ちのソフトとの

連携も可能になります。

0介護ソフトの
入居者情報を活かす連携

0血圧計および
パルスオキシメーターなど、

各種測定機器のデータを

見守リシステムにも活用
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測定結果を

クラウドサーバに送信
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